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１．体験的歴史学習のテーマ（案）について 
国営飛鳥歴史公園に求められる多様な役割の中でも、キトラ古墳周辺地区においては、｢キトラ

古墳とその歴史的･文化的背景｣及び｢飛鳥の風土と美しい田園景観｣の活用による「体験的歴史学

習」（※）の展開を予定しており、基本計画の検討時において、整備のテーマから体験的歴史学習

のテーマ（案）を以下のように設定している。 
テーマ（案）については、これを踏襲し、今後の内容の詳細化を図っていくこととする。 

 

■テーマ（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．体験的歴史学習の学習内容・展開手法の検討 
キトラ古墳周辺地区では、飛鳥西南部の拠点として、展示・解説機能、体験学習機能、史跡案

内機能を兼ね備えた施設が求められる一方で、檜前遺跡周辺における遺構等の発掘調査・研究成

果の反映など、指定文化財の展示や収蔵にも対応できる機能として検討する必要がある。 

このため、キトラ古墳周辺地区の体験的歴史学習の主要な機能は、展示・解説機能、体験学習

機能、史跡案内機能の３つとし、それぞれの機能の内容や、各機能のバランスや結びつきについ

ては、体験学習館だけでなくキトラ古墳周辺地区全体でどのような体験的歴史学習を行い、どの

ように機能を配置していくかを検討した上で、体験学習館をはじめとする施設の具体的な検討に

入る必要がある。 
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（１）体験的歴史学習の学習内容 

・キトラ古墳周辺地区では、「渡来人のもたらした技術・文化」と、「飛鳥の歴史的風土の保

全」の二つの学習内容を軸に、古代飛鳥の歴史の中でも、キトラ古墳や檜隈寺跡、飛鳥西

南部・高取地域の歴史的資源を活用し、渡来人のもたらした技術・文化の体験を通じて、

大陸からの文化を積極的に取り入れ発展した飛鳥時代への理解を深める内容とする。 

 

■周辺施設とキトラ古墳周辺地区で行う学習内容の範囲 
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■キトラ古墳周辺地区で行う学習内容（案） 

学習内容 学習項目 

【渡来人の足跡】 
飛鳥時代に朝鮮半島からやってき
た渡来人が、飛鳥の地でどのような
生活をし、古代国家の形成にどのよ
うに関わったかを、展示、演劇やパ
フォーマンス、暮らし体験、史跡案
内などにより、来園者にわかりやす
く伝える。 
 

●いつ？どこから？ 
 （雄略二年～朝鮮半島（百済・加耶・新羅など）） 
●どのような人々が？  
（東漢氏（桧隈氏、身狭氏など）、西漢氏、秦氏など 職人・工人・技術者） 
●どのようなルートを通って？ 
 （紀路） 
●飛鳥地方のどこに住んだの？ 
 （明日香村桧隈～高取町観覚寺周辺（桧隈氏）、橿原市南部（身狭氏）） 
●どのような暮らしをしたの？ 
 （集団居住、大壁造・オンドル式住居） 
●飛鳥の都でどのようなはたらきをしたの？ 
 （大伴氏・蘇我氏・朝廷との交流・技術提供、国家形成に貢献） 
●古墳築造 
 （技術、壁画、天文図等にみられる風水思想、葬送儀式） 
●キトラ古墳 
（キトラ古墳の歴史、築造技術、壁画、発掘の経緯、発掘調査・壁画保存技術など） 

●飛鳥仏教 
 （寺院建築、仏像） 
●檜隈寺 
（檜隈寺跡の歴史、寺院建築、出土品、瓦、発掘の経緯・エピソードなど） 

渡
来
人
が
も
た
ら
し
た
技
術
・
文
化 

【渡来人のもたらした技術・文化】 
渡来人がもたらした技術や文化につ
いて、実物資料（出土資料）の展示
や古墳・遺跡への案内、ものづくり
体験等を通して、理解を深めてもら
う。 

●建築・土木 
（建築技術、土木技術、瓦の製造、石材加工） 
●経済・法律・暦 
（貨幣、暦、漏刻） 
●工芸  
（金属加工(金･銀･銅･鉄)、玉類(ガラス･水晶･琥珀)の生産、漆芸、鼈甲細
工など） 
●食品・薬 
（食材生産技術、調理・保存技術、食器(金属器･漆器･木器･土器)、薬草・
製薬技術) 
●軍事              
（武術・馬術） 

【飛鳥の魅力とは】 
史跡と自然が一体となった飛鳥の
風土の魅力を、写真や映像などの
展示や、実際に歩いて感じてもらう
とともに、どのような経緯で飛鳥が
守られてきたのかを解説する。 

●飛鳥の魅力（飛鳥の風土の魅力） 
（飛鳥の文化的景観（古代の歴史的資産、美しい田園景観、そこに暮らす
人々の生活）） 
●飛鳥保存をふりかえる           
（高松塚古墳壁画発見に端を発する飛鳥ブーム、飛鳥古京を守る会の
活動、御井さんの直訴状、明日香法制定、国営飛鳥歴史公園開園） 

飛
鳥
の
歴
史
的
風
土

保
全 

【飛鳥を守るために】 
飛鳥の風土を守るための取り組み
をリアルタイムで情報発信するととも
に、園内での農業体験や里山管理
体験、明日香の伝統行事体験など
の体験学習を通して、飛鳥の歴史
的風土とその保全に関心を持っても
らう。 

●飛鳥を守るために（飛鳥の歴史的風土の保全） 
（国・村の施策、国営飛鳥歴史公園の事業、景観ボランティア・棚田オーナ
ー・伝承芸能保存等の村内外の活動） 

●飛鳥の農林業を守る            
（農林業体験） 
●飛鳥の風景・景観を守る          
（風景づくり体験・里山管理体験） 
●飛鳥の伝統文化を守る           
（飛鳥の行事体験、郷土食体験、昔ばなし） 

■キトラ古墳周辺地区で行う学習内容の範囲 
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（２）体験的歴史学習の展開手法 

・体験的歴史学習は、文化財等の展示・解説、史跡探訪ツアー等の史跡案内、ものづくりや農

林業体験等の体験学習（実際にものづくりや農林業などを体験してみることで理解を深める

学習手法）など、多様な手法で実施する。 

・体験的歴史学習の一部は、地域の活動団体等と連携して行う「イベントプログラム」として

実施する。また、開園までの期間に地区の景観維持や事業周知、地域との連携を目的とした

「開園前イベントプログラム」の試行を重ね、開園後の本格運営手法を検討する。 

 
■体験的歴史学習の展開手法 
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 (1)テーマと空間配置の検討 

(2) 体験的歴史学習の基盤となる地区特性の把握

(4)各施設の展示施設イメージの検討

(3)機能の配置とプログラムの検討

３．今後の検討内容 
今後、体験的歴史学習のテーマに基づき、空間への展開、展開するプログラム内容および拠点

施設に求められる機能等について検討を行う。 

（１）空間への展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○キトラ古墳周辺地区の歴史学習の展開イメージ 
 キトラ古墳周辺 檜隈寺跡周辺 
核となる
史跡 

キトラ古墳 
檜隈寺跡 

(於美阿志神社) 
歴史的 
背景 

終末期古墳 
東アジアから渡来して
きた技術者集団の里 

地形 丘陵地と盆地 
尾根谷が繰り返す棚田
を有する地形 

 

  
・特徴的な地形や植生など潜在的資源の保全活用 
･知的･体験的学習展示機能を持続させるための人的資源の確保 

展示を支える特性の把握 

各歴史学習施設の構成と学習プログラムの検討 

機能の配置の検討 

地元の活力やボランティアの取り込み

地形の保全活用(棚田と地下空間の活用)

史跡本体(史跡区域)との連携

学習プログラムの検討 

  
・古代の天文世界 
・古墳壁画 

・東アジアとの交流
・渡来人がもたらし
た技術・文化 

 
展 開 キ

ーワード 
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檜隈寺跡周辺 キトラ古墳周辺 

■体験的歴史学習の展開イメージ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■歴史学習を展開する拠点施設 

 
ｴﾘｱ ｿﾞｰﾝ 

施設名称 
・規模 

施設の概要 

古
墳
鑑
賞 

ゾ
ー
ン 

キ
ト
ラ
古
墳 

周
辺
環
境
保
全 

エ
リ
ア 

(0.6ha) 

古墳鑑賞 

広場 

キトラ古墳の全容が見渡せる広場を整備するとともに、季節
感漂う野の花等による修景を行い、来館者にゆったりと古墳
の鑑賞を行える場を提供する。小学生の遠足や修学旅行生、
団体観光客の来園を考慮した規模とする。 
また、古墳の概要を示した解説施設を周辺景観に馴染む大きさ
と形態で設置する。 

体験 
学習館 
（1,000～2,500

㎡程度） 

本地区の歴史学習施設の拠点となるもので、キトラ古墳の解
説とともに、飛鳥地方の歴史と文化を最新の展示手法を用い
て分かりやすく展示する。 
また、本地区内全体のフィールドを有効に活用した体験学習の
実施や、ボランティアの養成などのソフト事業も積極的に展開
し、飛鳥の学習拠点をしての役割を担う。 

歴
史
体
験
ゾ
ー
ン 

キ
ト
ラ
古
墳
周
辺 

歴
史
体
験
学
習
エ
リ
ア (1.3ha) 

体験学習 
広場 

星宿図にちなんだ天文の観察や祭礼体験、発掘体験などの屋
外の体験的歴史学習に対応可能な場とし、拠点展示施設との
動線的連携を図り、様々な企画に対応する広場空間とする。 

生
活
体
験 

ゾ
ー
ン 

(1.9ha) 

体験工房 
および 
周辺農地 

渡来系氏族が居住していた地区にちなみ、東アジアからの技術
が体験できる工房群を配置する。工房では専門のインストラク
ターによる指導のもと、単位制の講座や教室を開催する。 
また工房周辺の農地については、体験学習館と対応させ、小学
生などを対象とした体験学習教室の場として活用することも
考えられる。飛鳥の歴史的風土を保全・活用するための基盤整
備及び修景を行う。五穀など往時の田園環境を創出し、農作業
体験学習の場として活用する他、体験工房での食材として活用
する。 

田
園
環
境 

保
全
ゾ
ー
ン 

檜
隈
寺
跡
周
辺 

歴
史
的
風
土
保
全
活
用
エ
リ
ア 

(2.6ha) 

里地里山 
体験 

フィールド 

飛鳥地方の歴史的風土の主体となっている谷部の田園環境保
全育成に必要な空間の基盤整備を行い、美しい棚田風景を保存
しながらも、農作業の体験学習やオーナー制の体験農業に活用
できる水田とする。 
管理活動の参加者が利用できるレクチャー広場や作業小屋、道
具小屋も設置する。 
背後の里山も含めて田園環境の保全活動を体験できるフィー
ルドとする 
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（２）年間事業スケジュール（イメージ） 
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